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ホームページには、カラー版の学校便りを掲載しています。 http://www.mercury.jstar.ne.jp/~yhksho

 

「私たちが創る もっとカラフルな学校」が今年度のキャッチフレーズ 

 

令和５年度は、「多様性（ダイバーシティ

ーの尊重」を「カラフル」という合い言葉で

表し、学校経営を進めてきました。令和６

年度も、昨年度同様、「子ども一人一人の多

様性（ダイバーシティー）の尊重」すなわち

「カラフル」を合い言葉にしながら、令和

５年度を発展させる形で学校経営を進め、

「お子さん一人ひとりを大切にする教育」

を職員一同で推進していきます。 

そのため、令和６年度の目指す学校像を

「みんなで創る カラフルな学校」から、

「私たちが創る もっとカラフルな学校」

とします。 

また、従来行ってきたからという理由で

教育活動を行うのではなく、子どもたちに

どのような力を付けることができるのかと

いう観点から教育活動を検討していきます。 

 

〇「みんな」から、「私たち」へ 

 お互いを認め合える温かい雰囲気ができ

てきました。今年度は、カラフルな学校を

自分たちが創るという当事者としての意識

を大切にします。差別、偏見に対しても勇

気をもって立ち向かう一歩踏み込んだ子ど

もたちの姿を期待したいと思います。 

＊私たちには、子ども・保護者・地域・教職

員を含んでいます。 

 

〇「カラフル」から「もっとカラフル」へ 

 私たちは、もっとカラフルになれる。お

互いをもっと認め合えるという意味を込め

ています。

 

始業式で、私は改めて、カラフルとは、「一人ひとりの違いを認め合うこと」、「自分と違

う友だちの良さを認めること」、「差別に対して、勇気を出してだめと言うこと」が大切と

話しました。そして、私たち３３９人で居心地の良い学校を作ろうと呼びかけ、昨年と同

様に金子みすゞの詩を紹介しました。 

 

■「私と小鳥と鈴と」  作：金子みすゞ  

   

  

   

私が両手をひろげても、 

お空はちっとも飛べないが、 

飛べる小鳥は私のように、 

地面を速くは走れない。 

私がからだをゆすっても、 

きれいな音は出ないけど、 

あの鳴る鈴は私のように 

たくさんな唄は知らないよ。 

鈴と、小鳥と、それから私、 

みんなちがって、みんないい。 

入学式 児童代表挨拶 



■１年生を迎える会 ～１年生をみんなでお祝いしたよ～ 

 

 １年生を迎える会を４月２３日（火）に行いました。各学年の子どもたちの１年生に楽

しんでもらいたい、１年生の入学をお祝いしたいという気持ちが伝わってくる会となりま

した。１年生からは、「楽しかった！」との声が上がり、全校児童の気持ちが伝わりました。 

６年生は、朝読書の時間に１年生教室に行き、本の読み聞かせをしたり、朝の支度を手

伝ったりしています。下学年と接することで自然と相手を思いやる優しい言葉が出てきま

す。今年は、「わかばフレンズ（縦割り班）」を中心とした活動を増やし、子どもたちの社

会性の育成を図っていきます。 

 

■教職員紹介  

 

 左記の総勢５０名の

教職員がワンチームと

なり、保護者の皆様か

らお預かりしている大

切なお子さん、一人ひ

とりに丁寧な支援を行

っていきます。 

 弥彦村のご支援のお

かげで、村単独で多く

の講師・支援員・図書

館司書等を配置してい

ただいております。県

内の他市町村に比べて

も非常に手厚い支援体

制が整っており、充実

した教育環境が整備さ

れており、ありがたい

です。 

 

■働き方改革を推進します  

 子どもたち一人ひとりに丁寧に向き合ったり、楽しい授業作りの準備をしたりするには、

多くの時間を要します。勤務時間内に子どもたちにじっくり向き合える時間を生み出すた

めに従来行ってきたことをこれまで以上に見直していきます。４月に家庭学習についての

お便りを出させていただきましたが、今後は宿題の丸付け、一言コメント等は、大変時間

をとるため、簡略化します。ご理解とご協力の程、よろしくお願いします。

わかばフレンズ顔合わせ 

2 年生の歓迎ダンス 

６年生と入場 



 


